
 

管 領 細 川 家 ⾂ 団 各 論  
 
「京 兆 内 衆」 の 構 成  
  細 川 ⽒ は 元 来、 （斯 波、 吉 良 と 異 な り） ⾜ 利 ⼀ 族 の 中 で は 家 格 が 低 く、 「親 類」 に 過 ぎ ま 
せ ん で し た。  
し か し、 同 じ く ⾜ 利 親 類 の 仁 ⽊ ⽒、 執 事 の ⾼ や ⾚ 松、 京 極、 ⼟ 岐 ら と 同 じ く 武 断 派 と し 

て、 急 成 ⻑ し ま し た。  
特 に 四 国 を 制 圧 し た こ と に よ り、 斯 波 ⽒ に な ら ぶ 守 護 ⼤ 名 と な り ま し た。  
細 川 ⽒ は ⼀ ⾨ で 守 護 職 を 分 け 合 い、 斯 波 ⽒ 守 護 代 の 甲 斐 ⽒ や、 畠 ⼭ ⽒ 守 護 代 の 遊 佐 ⽒ の 

よ う な 突 出 し た 家 ⾂ が 現 れ ず、 内 衆 の 合 議 制 に よっ て 運 営 さ れ ま し た。  
   
  細 川 家 ⾂ は 饗 庭 妙 鶴 丸 （⾜ 利 尊 ⽒ 側 近） 末 裔 説 も あ る 秋 庭 ⽒、 関 東 出 ⾝ の 武 ⼠ （安 富、 ⾹ 
河、 奈 良、 薬 師 寺、 庄）、 阿 波 ⼩ 笠 原 ⼀ 族 （⼀ 宮、 三 好、 ⾚ 沢）、 讃 岐 綾 ⼀ 族、 近 藤 ⼀ 族 
（⼤ 平、 ⼤ ⻄）、 伊 予 出 ⾝ と お も わ れ る ⻑ 塩、 寺 町、 久 枝、 宇 ⾼ （⾼ 橋） ⽒ ら が い ま す。 後 
に 丹 波 の 内 藤、 上 原、 波 多 野 が 勢 ⼒ を 持 つ よ う に な り ま す。  
  ⻑ 塩 ⽒ は 楠 ⽊ 正 成 を 討 ち 取っ た ⼤ 森 盛 ⻑ の ⼦ 孫 と い う 説 が あ り ま す。  
  安 富 ⽒ は ⼤ 内 家 の 守 護 代 や 肥 前 国 ⼈ に も い て、 ⾚ 松 家 の 浦 上 ⽒ も 同 族 と い う 説 が あ り ま 
す。  
  ⾹ 河 ⽒ は 安 芸 国 ⼈ と し て 武 ⽥ 家 や ⼤ 内 家 の 家 ⾂ と なっ た ⼀ 族 も い ま す。  
  内 藤 ⽒ も 細 川 家 と ⼤ 内 家 の 両 ⽅ に い ま す。  
  薬 師 寺 ⽒ や 上 原 ⽒ は ⾚ 松 家 に も い ま す （同 族 か ど う か は わ か り ま せ ん が）。  
  
  安 富 ⽒ や 内 藤 ⽒ ら が 細 川 家 と ⼤ 内 家 の 両 ⽅ に 存 在 す る 理 由 は 何 で しょ う か︖  
  安 富 ⽒ は 鎌 倉 幕 府 の 奉 ⾏ ⼈ （政 所 公 ⼈、 鎮 ⻄ 引 付 ⼆ 番 衆、 引 付 奉 ⾏、 問 注 所 奉 ⾏ な ど に ⾒ 
ら れ る） と し て 活 躍 し て お り、 南 北 朝 時 代 に も 室 町 幕 府 の 奉 ⾏ ⼈ （⼆ 番 引 付 奉 ⾏、 ⽯ 清 ⽔ ⼋ 
幡 宮 造 営 奉 ⾏） と し て の 活 躍 が ⾒ ら れ ま す。  
  そ の 後、 細 川 家 ⾂ 及 び ⼤ 内 家 ⾂ に 安 富 ⽒ が ⾒ ら れ ま す が、 両 者 は か な り 近 い ⼀ 族 と 思 わ れ 
ま す。 す な わ ち 系 図 で は 細 川 頼 之 家 ⾂・ 讃 岐 国 守 護 代 の 安 富 盛 家 の 孫 が、 ⼤ 内 政 弘 家 ⾂・ 周 
防 守 護 代 の 安 富 房 ⾏ と さ れ て い ま す。  
  そ し て 前 述 の よ う に 安 富 ⽒ は 浦 上 ⽒ と も 関 係 が あ り ま す。 す な わ ち 安 富 盛 家 の 曽 祖 ⽗ は 浦 
上 ⾏ 義 で あ る と か、 浦 上 則 宗 の 養 嗣 ⼦ が 安 富 ⽒ 出 ⾝ な ど で す。  
  

  
  
  
  
細 川 典 厩 家、 上 野 （細 川） ⽒、 ⼀ 宮 （⼩ 笠 原） ⽒、 内 藤 ⽒、 安 富 ⽒、 ⾹ 河 ⽒、 ⻑ 塩 ⽒、 奈 良 
⽒、 ⾹ ⻄ ⽒、 上 原 （物 部） ⽒、 秋 庭 ⽒、 薬 師 寺 ⽒、 寺 町 ⽒、 ⼤ 平 ⽒、 新 開 ⽒ あ た り が 「京 兆 
内 衆」 と い う べ き 存 在 で あ る と 思 い ま す。  
そ の な か で も 内 藤 ⽒、 安 富 ⽒、 ⾹ 河 ⽒、 ⻑ 塩 ⽒ は 継 続 的 に 京 兆 家 内 衆 中 枢 に い ま し た。  
⽂ 明 期 以 降 に は、 秋 庭 ⽒、 薬 師 寺 ⽒、 寺 町 ⽒ が 台 頭 し ま す。  
 
細 川 勝 元 時 代 （⽂ 安 四 年 七 ⽉ ⼗ ⼀ ⽇ （ 1447 ） 「『建 内 記』 管 領 内 随 分 之 輩 五 ⼈」） に お い て 
は、 安 富 ⽒、 ⻑ 塩 ⽒、 ⾹ 河 ⽒ （当 時 は ⼗ 河 を 「そ ご う」 と 呼 ぶ よ う に 「か が う （か ご う）」 
と 呼 ば れ て い た 模 様） の 三 ⽒ が 確 実 で す （残 り ⼆ ⽒ は の う ち ⼀ ⽒ は 内 藤 ⽒ と 思 わ れ ま す）。  



 

同 じ く 細 川 勝 元 時 代 （⽂ 安 四 年 ⼗ ⼆ ⽉ ⼆ ⼗ 四 ⽇ （ 1447 ）） に 同 時 に ⽂ 書 が 出 て い る 各 国 守 護 
代 は 内 藤 ⽒ （丹 波）、 ⾹ 河 ⽒ （讃 岐 ⻄ ⽅）、 安 富 ⽒ （讃 岐 東 ⽅） の 三 ⽒ で す。  
⻑ 塩 ⽒ は 摂 津 国 守 護 代 で あ る こ と か ら、 随 分 之 輩 五 ⼈ の 残 り ⼀ ⽒ は ⼟ 佐 国 守 護 代 か 摂 津 ⽋ 郡 
守 護 代 の い ず れ か と 思 わ れ ま す。  
安 富 元 盛 時 代 （⽂ 明 五 年 三 ⽉ ⼗ 六 ⽇ （ 1473 ） 『細 川 家 年 寄 衆   安 富 勘 解 由 左 衛 ⾨ 尉 筆 記』） 
に お い て は、 ⾹ 河 ⽒、 内 藤 ⽒、 安 富 ⽒、 薬 師 寺 ⽒、 ⻑ 塩 ⽒、 奈 良 ⽒、 ⾹ ⻄ ⽒、 両 寺 町 ⽒ （太 
郎 家 と 三 郎 家︖） が 挙 げ ら れ て い ま す。  
同 じ く 安 富 元 盛 時 代 （⽂ 明 五 年 三 ⽉ ⼗ 六 ⽇ （ 1473 ） 「諸 ⼤ 名 被 官 少々 交 名 事   細 川 殿」） に 
お い て は、 ⾹ 河 ⽒、 安 富 ⽒、 内 藤 ⽒、 薬 師 寺 ⽒、 秋 庭 ⽒、 ⻑ 塩 ⽒ で す。  
同 じ く ⽂ 明 期 （⽂ 明 五 年︖ ⼋ 年︖ （ 1473 ︖ 1476 ︖） 「京 兆 家 評 定 衆」 「年 寄 衆」） に お い て 
は、 安 富 ⽒、 寺 町 ⽒ （秋 庭 ⽒ か ら 養 ⼦）、 若 槻 ⽒ （安 富 ⽒ か ら 養 ⼦）、 寺 町 ⽒、 秋 庭 ⽒、 ⼀ 
宮 ⽒、 新 開 ⽒ （⾹ 河 ⽒ か ら 養 ⼦）、 ⾹ 河 ⽒、 内 藤 ⽒ で す （⻑ 塩 ⽒ 脱 落︖）。  
延 徳 期 （延 徳 三 年 （ 1491 ） 「管 領 内 意 ⾒ ⼈」） に お い て は、 細 川 ⼀ ⾨ の 典 厩 家 と 上 野 ⽒ 以 外 
に ⾹ 河 ⽒、 安 富 ⽒、 薬 師 寺 ⽒、 秋 庭 ⽒、 寺 町 ⽒、 上 原 ⽒ 親 ⼦、 ⼤ 平 ⽒ で す （内 藤 ⽒ か ら 上 原 
⽒ に 交 替︖、 新 開 ⽒ か ら ⼤ 平 ⽒ に 交 替︖）。  
細 川 政 元 の 葬 儀 （永 正 四 年 （ 1507 ）） に お い て は、 ⾹ 河 ⽒、 安 富 ⽒、 内 藤 ⽒、 寺 町 ⽒、 薬 師 
寺 ⽒、 秋 庭 ⽒、 ⻑ 塩 ⽒、 ⾹ ⻄ ⽒ で す。  
 
 
 
 
  
細 川 讃 州 家 は、 細 川 頼 元 の 兄 の 家 と し て 「下 屋 形」 と 呼 ば れ、 阿 波・ 三 河 守 護 に なっ て い る 
ほ か、 澄 元 が 京 兆 家 を 継 い で い ま す。  
細 川 典 厩 家 は、 細 川 ⼀ 族 の 中 で も 京 兆 家 に 最 も 近 い 関 係 に あ り、 京 兆 家 の 評 定 を 仕 切っ て い 
て、 摂 津 ⻄ 成 郡 の 分 郡 守 護 に なっ て い ま す。  
細 川 野 州 家 （後 に 房 州 家） は、 細 川 ⼀ 族 の 有 ⼒ 者 で 伊 予・ 備 中 の 分 郡 守 護 に な り、 ⾼ 国 が 京 
兆 家 を 継 い で い ま す。  
細 川 遠 州 家 （上 野 ⽒） は、 細 川 ⼀ 族 で、 伊 予 の 分 郡 守 護 や、 備 後・ ⼟ 佐・ 丹 波 の 守 護 代 に 
なっ て い ま す。  
⼀ 宮 ⽒ は、 ⼩ 笠 原 ⼀ 族 か ら 阿 波 ⼀ 宮 ⼤ 宮 司 の 養 ⼦ と なっ た 家 系 で、 丹 波 や 摂 津 南 中 島 郡 （⻄ 
成 郡 の ⼀ 部） の 守 護 代 に なっ て い ま す。  
内 藤 ⽒ は、 摂 津・ 丹 波 の 守 護 代 に なっ て い ま す。  
⻑ 塩 ⽒ は、 摂 津 の 守 護 代 に なっ て い ま す。  
安 富 ⽒ は、 四 天 王 の ⼀ で 讃 岐・ 備 後・ 近 江 の 守 護 代 や 新 ⾒ 荘 代 官 に なっ て い ま す。  
⾹ 河 ⽒ は、 四 天 王 の ⼀ で 讃 岐・ 摂 津 の 守 護 代 や ⾜ 利 荘 代 官 に なっ て い ま す。  
奈 良 ⽒ は、 四 天 王 の ⼀ で 摂 津 の 守 護 代 に なっ て い ま す。  
⾹ ⻄ ⽒ は、 四 天 王 の ⼀ で 丹 波・ ⼭ 城・ 摂 津 住 吉 郡 の 守 護 代 に なっ て い ま す。  
秋 庭 ⽒ は、 備 中・ 摂 津 の 守 護 代 に なっ て い ま す。  
薬 師 寺 ⽒ は、 備 後・ 摂 津 の 守 護 代 に なっ て い ま す。  
上 原 ⽒ は、 丹 波 の 守 護 代 に なっ て い ま す。  
寺 町 ⽒ は、 摂 津 東 ⽣ 郡 の 守 護 代 に なっ て い ま す。  
⼤ 平 ⽒ は、 ⼟ 佐 の 守 護 代 に なっ て い ま す。  
新 開 ⽒ は、 阿 波・ ⼟ 佐 の 守 護 代 に なっ て い ま す。  
  
  



 

「右 京 兆 代」 と 「管 領 代」 に つ い て  
「管 領 代」 と い う ⾔ 葉 の 定 義 が 難 し い で す。  
畠 ⼭ 義 統 や 細 川 成 之 の よ う に 三 管 領 の ⼀ 族 が 管 領 代 ⾏ を 勤 め る と き、 「管 領 代」 と い う ⾔ 葉 
が 使 わ れ る こ と が あ り ま す。  
し か し、 こ こ で は 細 川 京 兆 家 が 管 領 を 独 占 す る よ う に なっ た 明 応 政 変 以 降 に 三 管 領 ⼀ 族 以 外 
の 軍 事 的 有 ⼒ 者 が 副 管 領 の よ う な ⽴ 場 で 「管 領 代」 と さ れ る こ と に つ い て 取 り 上 げ ま す。  
個 ⼈ 的 に は、 管 領 代 ⾏ と 区 別 し て 「准 管 領」 と い う ⾔ 葉 を 使 い た い の で す が、 ⼀ 応 「管 領 
代」 で 通 し ま す。  
す な わ ち 細 川 ⾼ 国 時 代 の ⼤ 内 義 興、 細 川 晴 元 時 代 の 六 ⾓ 定 頼、 細 川 ⽒ 綱 時 代 の 三 好 ⻑ 慶 に つ 
い て で す。  
た だ し 「管 領 代」 は 正 式 な 役 職 で は な く、 三 好 ⻑ 慶 に つ い て は 「管 領 代」 に は な ら ず に 実 権 
を 握っ た な ど と ⾔ わ れ る こ と が あ り ま す。  
  
と こ ろ で 茨 ⽊ ⻑ 隆、 波 多 野 秀 久、 飯 尾 家 兼・ 秀 兼・ 元 兼・ 元 運・ 公 則・ 為 清・ 為 房、 斎 藤 元 
右・ 貞 船、 松 ⽥ 守 興 な ど は 「右 京 兆 代」 と さ れ て い ま す。  
こ こ で 「右 京 兆」 と は 細 川 右 京 ⼤ 夫 （京 兆 家） の こ と で あ り、 そ し て 細 川 右 京 ⼤ 夫 は 管 領 で 
し た。  
そ の た め 「右 京 兆 代」 ＝ 「管 領 代」 と 考 え ら れ る こ と も あ り ま す。  
し か し、 彼 ら は 「幕 府 奉 ⾏ ⼈」 か ら 「管 領 奉 ⾏ ⼈」 に 転 ⾝ し た と ⾔ う べ き で あ り、 ⼤ 内 義 興 
ら の 「管 領 代」 と は 性 格 が 異 な る と 考 え て い る の で 除 外 し ま す。  
代 表 的 な 茨 ⽊ ⻑ 隆 は 守 護 で は な い も の の、 畿 内 各 国 守 護 代 の 三 好 元 ⻑、 ⽊ 沢 ⻑ 政、 内 藤 国 貞 
ら に 対 し て 命 令 を 出 し て い る の で 判 断 が 難 し い で す。  
波 多 野・ 飯 尾・ 斎 藤・ 松 ⽥ ら は 「右 京 兆 代」 で あっ て も 「管 領 代」 で は な い、 と 定 義 し て お 
き ま す。  
  
⼤ 内 義 興 は 「管 領 代」 の と き、 ⼭ 城 守 護 と な り、 ⾃ ら の 家 ⾂ の 神 代 貞 綱、 弘 中 武 ⻑ を ⼭ 城 守 
護 代 と し て い ま す。  
三 好 ⻑ 慶 は 三 好 之 康、 安 宅 冬 康、 ⼗ 河 ⼀ 存、 芥 川 勝 ⻑、 遊 佐 ⻑ 教、 内 藤 （松 永） ⻑ 頼、 松 永 
久 秀 ら を 守 護 代 的 存 在 と し て 分 国 に 配 置 し て 統 治 し て い ま す。  
  
織 ⽥ 信 ⻑ は ⼊ 京 直 後 に 畠 ⼭ ⾼ 政、 三 好 義 継、 松 永 久 秀、 細 川 藤 孝、 和 ⽥ 惟 政、 池 ⽥ 勝 正、 伊 
丹 親 興 ら を 畿 内 各 地 に 配 置 し て い ま す。  
畠 ⼭ ⾼ 政・ 三 好 義 継 は 「河 内 半 国 守 護」、 和 ⽥ 惟 政・ 池 ⽥ 勝 正・ 伊 丹 親 興 は 「摂 津 三 守 護」 
と 呼 ば れ て い ま し た が、 和 ⽥・ 池 ⽥・ 伊 丹 が 幕 府 か ら 正 式 に 守 護 職 と し て 任 命 さ れ た と は 考 
え ら れ ず、 守 護 代 的 存 在 と し て 捉 え る べ き で は な い か と 考 え ま す。  
織 ⽥ 信 ⻑ の ⼊ 京 直 後 の 地 位 は （三 好 ⻑ 慶 と よ く 似 て い る こ と を 考 え る と） 管 領 不 在 な が ら も 
「管 領 代」 と 呼 ぶ こ と が で き る の で は な い か と 思 い ま し た （単 な る 仮 説 で す）。 「信 ⻑ 公 
記」 で は 「准 管 領」 と なっ て ま す。  
「管 領 代」 に つ い て は 六 ⾓ 定 頼 の 解 明 が 鍵 に な る と 思 い ま す。  
  
  
  
細 川 ⽒ の 讃 岐 ⽀ 配 体 制  
細 川 京 兆 家   讃 岐 国 守 護  
⾹ 河 ⽒   讃 岐 ⻄ ⽅ 守 護 代   豊 ⽥ 郡・ 三 野 郡・ 多 度 郡  
安 富 ⽒   讃 岐 東 ⽅ 守 護 代   三 ⽊ 郡  



 

⾹ ⻄ ⽒   綾 南 条 郡・ 綾 北 条 郡・ ⾹ 川 ⻄ 郡・ ⾹ 川 東 郡  
奈 良 ⽒   那 珂 郡・ 鵜 ⾜ 郡 （⾹ 河 ⽒ 管 轄）  
寒 川 ⽒   寒 川 郡・ ⼤ 内 郡・ ⼩ ⾖ 島 （安 富 ⽒ 管 轄）  
植 ⽥ ⽒   ⼭ ⽥ 郡 （安 富 ⽒ 管 轄）  
  
波 多 野 ⽒ の 丹 波 ⽀ 配 体 制  
七 頭   久 下 重 ⽒、 ⻑ 沢 義 遠、 江 ⽥ ⾏ 義、 ⼤ 館 ⽒ 忠、 ⼩ 林 重 範、 荒 ⽊ ⽒ 綱、 ⾚ 井 景 遠、  
七 組   荻 野 朝 道、 須 知 景 ⽒、 内 藤 顕 勝、 波々 伯 部 光 政、 ⾜ ⽴ 光 永、 野 尻 康 ⻑、 酒 井 重 貞、  
先 鋒 衆   籾 井 教 業、 ⼩ 野 ⽊ 吉 澄、 ⾕ 重 衡、 雲 林 院 国 住、  
⽼ 中 家   平 林 秀 衡、 渋 ⾕ 忠 貞、 三 ⽥ 綱 ⽒、 渋 ⾕ ⽒ 秀、 荒 ⽊ ⽒ 修、 渡 辺 継 俊、  
御 三 ⼈ 衆   波 多 野 秀 ⾹ （⼆ 階 堂 伊 ⾖）、 宮 ⽥ 豊 恒、 能 勢 久 基、  
  
  
可 ⽵ 軒 周 聡  
細 川 紀 伊 守 と も い わ れ る 可 ⽵ 軒 周 聡 は 『続 応 仁 後 記』 『寛 政 重 修 諸 家 譜 （伊 丹 ⽒）』 等 で 
「⾼ 畠 可 ⽵」 と 書 か れ て い る の で、 ⾼ 畠 ⽒ で あ り、 ⻑ 信・ ⻑ 直 の ⽗ と 思 わ れ ま す。  
⾼ 畠 ⽒ は ⼩ 笠 原 ⼀ 族 で ⼀ 宮 ⽒ と の 繋 が り が 考 え ら れ ま す。  
「細 川 紀 伊 守」 は 上 原 元 秀 が 名 乗 る 予 定 だっ た 名 前 と 思 わ れ ま す。  
  
頓 宮 ⽒  
細 川 家 と ⾚ 松 家 に ⾒ ら れ る 頓 宮 ⽒ は 鎌 倉 時 代 の 六 波 羅 評 定 衆 で あっ た 内 藤 右 衛 ⾨ や 頓 宮 肥 後 
守 盛 ⽒ の ⼦ 孫 と 思 わ れ ま す。  
  
 
安 富 ⽒ 系 譜 検 討  
明 徳 三 年 （ 1392 ） に 若 年 と ⾒ ら れ る 安 富 安 芸 ⼜ 三 郎 盛 衡 （ 1370 頃 に 誕 ⽣︖）  
明 徳 三 年 （ 1392 ） に 安 富 安 芸 守 の 「愚 息 ⼜ 三 郎」 と あ り、 安 芸 ⼜ 三 郎 盛 衡 は 安 芸 守 の ⼦ （そ 
そ も 「安 芸 ⼜ 三 郎」 と 名 乗っ て い る 時 点 で 間 違 い は な い が）  
明 徳 三 年 （ 1392 ） の 安 富 安 芸 守 （署 名 は 盛 家 と 読 め る） は 応 永 三 年 （ 1396 ） の 安 富 安 芸 守 盛 
家 （ 1350 頃 に 誕 ⽣︖）  
応 永 ⼗ 五 年 （ 1408 ） に 備 中 国 新 ⾒ 荘 代 官 の 安 富 ⼊ 道 宝 城 は 盛 衡 か  
応 永 ⼗ 六 年 （ 1409 ） の 讃 岐 国 守 護 代 の 安 富 安 芸 ⼊ 道 宛 て ⽂ 書 を 受 け て 宝 城 が ⼩ 守 護 代 へ ⽂ 書 
が 出 し て い る の で 安 芸 ⼊ 道 と 宝 城 が 同 ⼀ ⼈ 物  
応 永 ⼆ ⼗ 年 （ 1413 ） の 讃 岐 国 守 護 代 の 安 富 安 芸 ⼊ 道 は 宝 城  
『顕 伝 明 名 録』 に よ り 宝 城 と 宝 密 は 兄 弟  
応 永 ⼆ ⼗ ⼀ 年 （ 1414 ） に 宝 密 と と も に 登 場 す る 「筑 後 殿」 は 元 衡  
応 永 ⼆ ⼗ ⼆ 年 （ 1415 ） に 称 光 天 皇 ⼤ 嘗 會 の 備 中 国 段 銭 を 請 け た 安 富 筑 後 守 は 宝 城 の 上 位 者 な 
い し 名 義 上 の 責 任 者 （朝 廷 関 係 な の で 沙 弥 の 宝 城 が 対 応 し な かっ た︖） で 元 衡  
応 永 ⼆ ⼗ ⼆ 年 （ 1415 ） に 宝 密 が 亡 ⽗ の 追 善 和 歌  
応 永 ⼆ ⼗ 四 年 （ 1417 ） に 宝 密 が 讃 州 宇 多 津 の 亡 ⽗ 盛 家 と 記 載  
応 永 ⼆ ⼗ 四 年 （ 1417 ） に 宝 城 と と も に 登 場 す る 紀 元 衡 （ 1390 頃 に 誕 ⽣︖） は 安 富 ⽒ で 盛 衡 の 
⼦ か︖  
応 永 ⼆ ⼗ 七 年 （ 1420 ） の 讃 岐 国 守 護 代 の 安 富 安 芸 ⼊ 道 は 宝 城  
応 永 三 ⼗ 三 年 （ 1426 ） に 細 川 満 元 死 去 時 の 投 薬 問 題 で ⾼ 野 ⼭ に 隠 棲 し た 安 富 ⼊ 道 は 新 ⾒ 荘 代 
官 で あっ た こ と か ら 宝 城 （正 ⻑ 元 年 （ 1428 ） ま で 活 動 あ り︖）  
応 永 三 ⼗ 三 年 （ 1426 ） に 備 中 国 惣 社 宮 造 営 帳 で 願 主 と なっ て い る 安 富 次 郎 兵 衛 尉 盛 光  



 

永 享 元 年 （ 1429 ） に 備 中 惣 社 宮 遷 宮 舞 楽 の 南 ⾯ 桟 敷 筆 頭 の 安 富 次 郎 兵 衛 尉 は 盛 光  
永 享 ⼆ 年 （ 1430 ） 頃 の 安 富 筑 後 守 は 元 衡  
永 享 ⼗ 年 （ 1438 ） の 「筑 後 守 紀 元 衡」 は 安 富 元 衡  
永 享 ⼗ ⼀ 年 （ 1439 ） の 讃 岐 国 両 守 護 代 の 安 富 筑 後 守 は 元 衡  
嘉 吉 元 年 （ 1441 ） の 安 富 筑 後 守 は 元 衡 （「連 歌」 と あ る の で 宝 城 関 係 者 か）  
嘉 吉 元 年 （ 1441 ） の 安 富 ⼜ 三 郎 は ⼜ 三 郎 元 家 （ 1448 誕 ⽣） の 親  
嘉 吉 ⼆ 年 （ 1442 ） の ⻄ 成 郡 守 護 代 と み ら れ る 安 富 ⺠ 部 丞 盛 ⾏ は ⺠ 部 丞 盛 ⻑ の 親 か  
嘉 吉 三 年 （ 1443 ） の 安 富 安 芸 ⼊ 道 は 応 永 三 ⼗ 三 年 （ 1426 ） に 隠 棲 し た 安 富 ⼊ 道 （宝 城） と は 
別 ⼈ で ⼦ か 孫  
⽂ 安 四 年 （ 1447 ） ⼗ ⼆ ⽉ ⼆ ⼗ 四 ⽇ に 京 兆 家 の 各 守 護 代 に ⼀ ⻫ に ⽂ 書 が 出 て い る こ と か ら 安 富 
筑 後 ⼊ 道 は 讃 岐 東 ⽅ 守 護 代 と み ら れ る  
⽂ 安 五 年 （ 1448 ） の 安 富 新 兵 衛 尉 及 び 元 霡 （元 藤 と 読 む か︖） は 嘉 吉 元 年 の 安 富 ⼜ 三 郎 か︖ 
（⼜ 三 郎 も 新 兵 衛 尉 も 元 家 と 同 じ 仮 名 で 元 家 は こ の 年 に 誕 ⽣）  
康 正 元 年 （ 1455 ） の 紀 元 盛 は 安 富 ⽒  
⻑ 禄 三 年 （ 1459 ） の 安 富 勘 解 由 左 衛 ⾨ は 元 盛  
寛 正 元 年 （ 1460 ） の 安 富 筑 後 ⼊ 道 智 安 （「勝 元 ノ 執 権」） と 安 富 ⼭ 城 守 盛 ⻑ （「智 安 ノ 庶 
流」） と 安 富 左 京 亮 盛 保 （「智 安 ノ 庶 流」） の 讃 岐 東 ⽅ 守 護 代 と し て の 関 係 は 在 京 守 護 代・ 
在 国 守 護 代・ ⼩ 守 護 代 か︖ （『讃 岐 ⼀ 宮 盛 衰 記』）  
⽂ 安 四 年 （ 1447 ） 頃 か ら 応 仁 ⼆ 年 （ 1468 ） 頃 の 新 ⾒ 荘 代 官 の 安 富 筑 後 ⼊ 道 智 安 は 元 衡 か 盛 光 
（元 衡 の 活 動 期 間 が ⻑ い 点 に 疑 義 あ り）  
寛 正 元 年 （ 1465 ） の 安 富 智 侃 は 元 盛 で 智 安 の 兄 弟 か  
⽂ 明 ⼗ ⼀ 年 （ 1479 ） に 四 ⼗ 九 ⽇ を 迎 え た 故 ⼈ の 真 福 寺 殿 前 筑 州 太 守 ⼼ 菴 安 公 は 紀 ⽒ 嫡 流 で あ 
り、 孝 孫 元 家 と あ る こ と か ら、 安 富 元 家 の 祖 ⽗ は 安 富 元 衡 （筑 後 ⼊ 道 智 安）  
⻑ 享 ⼆ 年 （ 1488 ） に 安 富 元 家 の 祖 ⽗ は 安 芸 左 衛 ⾨ 尉  
 
 
安 富 ⽒ 系 図 案  
盛 家 （安 芸 守・ 筑 後 守︖）  
盛 衡 （安 芸 ⼜ 三 郎・ 安 芸 ⼊ 道・ 宝 城） 盛 家 の ⼦  
元 衡 （筑 後 ⼊ 道 智 安） 盛 衡 の ⼦︖  
元 盛 （ 勘 解 由 左 衛 ⾨・ 智 侃 ） 智 安 の 兄 弟  
盛 光 （次 郎 兵 衛 尉） 盛 衡 の ⼦︖  
 
安 芸 ⼊ 道 （盛 衡 が 嘉 吉 年 間 ま で 存 命 の 可 能 性 も）  
安 芸 左 衛 ⾨ （安 芸 ⼊ 道 の ⼦︖・ 元 家 の 祖 ⽗）  
 
⽔ 速 （因 幡 ⼊ 道）  
盛 ⾏ （⺠ 部 丞・ 因 幡 ⼊ 道︖）  
盛 ⻑ （⺠ 部 丞・ ⼭ 城） 智 安 の 庶 流  
元 綱 （⺠ 部 丞） 盛 ⻑ の ⼦︖  
盛 継 （六 郎） 元 綱 の 弟 1452 年 ⽣︖  
 
元 藤︖ （⼜ 三 郎・ 新 兵 衛・ 元 霡︖） 元 衡 の ⼦︖ 元 家 の ⽗︖  
元 家 （⼜ 三 郎・ 新 兵 衛・ 筑 後 守） 1448 年 ⽣・ 安 芸 左 衛 ⾨ の 孫・ 元 衡 の 孫  
元 春 （⼜ 三 郎） 元 家 の ⼦ 1473 年 ⽣  
元 顕 （新 兵 衛） 元 家 の ⼦  



 

元 隆 （若 槻・ ⺠ 部 丞） 元 家 の 弟・ 元 綱 の 後 継 者︖  
家 綱 （⼜ 次 郎・ ⺠ 部 丞）  
 
宝 密 （周 防 ⼊ 道） 盛 家 の ⼦・ 宝 城 の 兄  
 
  
⾹ 河 ⽒ 系 譜 検 討  
「⾹ 河 元 景」 と い う ⼈ 物 が 複 数 （恐 ら く 三 ⼈ 以 上） 存 在 し ま し た。  
相 国 寺 供 養 の 他 の 随 兵 （⼩ 笠 原 成 明 や 安 富 盛 衡） よ り、 ⾹ 河 頼 景 は （後 の） 讃 岐 国 守 護 代 と 
考 え ら れ ま す。  
⾹ 河 五 郎 次 郎 和 景 は 元々 惣 領 で は な かっ た と 思 わ れ ま す。  
 
「⾹ 河 元 景」 と い う ⼈ 物 で ⽂ 書 に 登 場 す る の は、  
⼀ ⼈ ⽬ は、 応 永 ⼆ ⼗ 五 年 に ⾹ 河 帯 ⼑ 左 衛 ⾨ 元 景 及 び 同 ⼆ ⼗ 七 年 に ⾹ 河 下 野 守 元 景 が ⾜ 利 荘 代 
官 （『鑁 阿 寺 ⽂ 書』） と し て ⾒ え ま す。  
⼆ ⼈ ⽬ は、 ⽂ 明 ⼗ ⼀ 年 （ 1479.7.18 ） の ⾹ 河 孫 兵 衛 元 景 （『賀 茂 別 雷 神 社 ⽂ 書』） で す。  
三 ⼈ ⽬ は、 天 ⽂ 六 年 （ 1537 ） の ⾹ 河 中 務 丞 元 景 で す。  
 
『⻄ 讃 府 志』 で は、 「景 明 は、 ⻑ 禄 年 間 に は 奈 良、 ⾹ ⻄、 安 富 等 の 諸 ⽒ と 並 ん で 四 天 王」、  
「景 明 の ⼦・ 元 景 は、 在 京 し て 管 領 家 の 執 ⾏」、 な ど と 書 か れ て い ま す。  
こ こ の 「元 景」 は 恐 ら く ⼆ ⼈ ⽬ の 「元 景」 で あ り、  
孫 兵 衛 元 景 （ 1479 ）・ 備 中 守 元 景 （ 1487 、 1491 ） な ど と 名 乗 り、  
細 川 政 元 の 重 ⾂ と し て 活 躍 す る ⼈ 物 と 思 わ れ ま す。  
こ こ で 注 ⽬ す べ き こ と は、  
⻑ 享 ⼆ 年 （ 1488 ） 斎 藤 元 右 ⽂ 書 で は 「⾹ 河 孫 房、 ⾹ 河 五 郎 次 郎、 ⾹ 河 六 郎 左 衛 ⾨ 尉」  
と あ り、 「孫 房」 は 「五 郎 次 郎」 よ り も 上 位 に 記 載 さ れ て い ま す。  
「孫 房」 が 孫 兵 衛 元 景 と 同 ⼀ ⼈ 物 か ど う か に つ い て は、 確 証 は あ り ま せ ん が、  
同 ⽂ 書 の 他 の ⼈ 名 や、 そ の 前 後 の 細 川 京 兆 家 の 重 ⾂ の 名 前 を ⽐ べ れ ば、  
「孫 房」 は 孫 兵 衛 元 景 の こ と で あ る と 考 え ら れ ま す。  
 
こ こ で 最 ⼤ の 疑 問 は、 『⾒ 聞 諸 家 紋』 で は、 ⾹ 河 ⽒ の 代 表 者 と し て、  
「孫 房」 で は な く。 ⾹ 河 「五 郎 次 郎」 和 景 が 記 載 さ れ て い る こ と で す。  
ち な み に 和 景 は 寛 正 六 年 （ 1465 ） の ⽂ 書 な ど に ⾒ ら れ る 名 前 で あ り、  
⻑ 享 ⼆ 年 （ 1488 ） の 「五 郎 次 郎」 は 和 景 の ⼦ の 満 景 の 可 能 性 も あ り ま す （『後 鑑』 の 永 正 元 
年 （ 1504 ） ⽂ 書 の ⾹ 河 五 郎 次 郎 満 景）。  
 
す な わ ち 『⾒ 聞 諸 家 紋』 作 成 時 に、 「孫 房」 は 未 だ 幼 少 で あっ た と 思 わ れ ま す。  
五 郎 次 郎 和 景 は 応 仁 元 年 に 上 洛 し た と 思 わ れ ま す （『編 年 雑 纂』）。  
『⼤ 乗 院 寺 社 雑 事 記』 か ら 考 え る と、 ⾹ 河 惣 領 家 が 断 絶 し た と 考 え ら れ ま す。  
⽂ 明 ⼗ 年 ⼆ ⽉ ⼋ ⽇ （ 1478 ） 以 前 に 摂 津 国 福 原 庄 （⼀ 条 兼 良 の 所 領） の 地 頭・ ⾹ 川 （⾹ 河） 新 
左 衛 ⾨ は 「惣 領 断 絶 し て ⾮ 分」 と なっ て い ま す （『⼤ ⽇ 本 史 料』 ⼋）。  
孫 兵 衛 元 景 が 登 場 す る ⽂ 明 ⼋ 年 頃 ま で、 和 景 が 「陣 代」 だっ た の で は な い で しょ う か。  
⾹ 河 五 郎 次 郎 和 景 と 同 時 に 上 洛 し た 安 富 左 京 亮 盛 保 は 安 富 筑 後 ⼊ 道 智 安 の 庶 流 と さ れ て い る 
⼈ 物 で す。  
細 川 勝 元 四 天 王 の 安 富 ⼭ 城 守 盛 ⻑ も 安 富 筑 後 ⼊ 道 智 安 の 庶 流 と さ れ る こ と か ら、 ⾹ 河 肥 前 守 
景 明 も 庶 流 と 思 わ れ ま す。  



 

⾹ 河 和 景 及 び ⾹ 河 景 明 の 惣 領 は 安 富 筑 後 ⼊ 道 智 安 と 同 じ く （在 京） 讃 岐 守 護 代 で あ る ⾹ 河 上 
野 ⼊ 道 通 川 や そ の 後 継 者 と ⾒ ら れ る ⾹ 河 （信 濃 守︖） 之 定 と 推 測 さ れ ま す。  
⾹ 河 之 定 の 死 去 に よ り 「惣 領 断 絶」 と なっ た と 思 わ れ ま す。  
⾹ 河 之 定 の 死 去 後、 ⼀ 時 的 に 庶 流 の 五 郎 次 郎 和 景 が 守 護 代 と な り、 ⽂ 明 ⼋ 年 頃 か ら 孫 兵 衛 元 
景 が 登 場 し、 ほ ぼ 同 時 の 五 郎 次 郎 が 和 景 で は な く 満 景 と 思 わ れ る こ と か ら、 和 景 の ⼦ は 満 景 
で あ り、 元 景 は 和 景 よ り も 惣 領 に 近 い 出 ⾝ と 思 わ れ ま す。  
明 応 元 年 （ 1492 ） に 細 川 政 元 主 催 の 宴 会 に ⾹ 河 備 中 守 と ⾹ 河 五 郎 次 郎 （『蔭 涼 軒 ⽇ 録』） が 
い ま す。  

 
相 国 寺 供 養 の 随 兵 の ⼀ ⼈・ 安 富 盛 衡 の ⽗・ 盛 家 は 1413 年 頃 ま で 活 躍 し て い る た め、  
相 国 寺 供 養 （ 1392 ） 当 時 は 若 かっ た と ⾒ ら れ ま す。  
よっ て、 ⾹ 河 五 郎 頼 景 も 若 年 と 推 定 し ま す。  
 
明 徳 三 年 （ 1392 ） の ⾹ 河 五 郎 頼 景。  
応 永 七 年 （ 1400 ） の 讃 岐 国 守 護 代・ ⾹ 河 帯 ⼑ 左 衛 ⾨ （『菊 ⼤ 路 家 ⽂ 書』） は 頼 景 （ 1370 頃 に 
誕 ⽣︖） の こ と か︖  
応 永 ⼆ ⼗ 四 年 （ 1417 ） の ⾜ 利 庄 代 官 に ⾹ 河 帯 ⼑ 左 衛 ⾨。  
応 永 ⼆ ⼗ 四 年 （ 1417 ） に 「往 攝 野 州 ⾜ 利 之 政 事」 の ⾹ 河 通 川 居 ⼠。  
応 永 ⼆ ⼗ 五 年 （ 1418 ） の ⾜ 利 庄 代 官 に ⾹ 河 帯 ⼑ 左 衛 ⾨ 元 景 （頼 景 の 改 名 か︖）。  
応 永 ⼆ ⼗ 七 年 （ 1420 ） の ⾜ 利 庄 代 官 に ⾹ 河 下 野 守 元 景。  
永 享 ⼆ 年 （ 1430 ） の 讃 岐 国 守 護 代・ ⾹ 河 下 野 ⼊ 道 （『善 通 寺 ⽂ 書』） は 元 景 （ 1395 頃 に 誕 
⽣︖） の こ と か︖  
永 享 九 年 （ 1437 ） に 通 川 『聖 廟 ⼀ 萬 句 御 法 楽』  
永 享 ⼗ ⼀ 年 （ 1439 ） の 讃 岐 国 両 守 護 代・ ⾹ 河 上 野 之 助 （『⼆ 宮 記 録』）。  
⽂ 安 四 年 （ 1447 ） の 讃 岐 国 守 護 代・ ⾹ 河 上 野 ⼊ 道 （『天 ⿓ 寺 重 書 ⽬ 録』） は 元 景 の 後 継 者 
か︖  
ち な み に、 ⾹ 河 上 野 介 の 三 男 が 新 開 之 実 （ 1427 〜 1465 ） で す。  
⽂ 安 六 年 （ 1449 ） の ⾹ 河 上 野 ⼊ 道 通 川 （『北 野 会 所 連 歌 始 以 来 発 句』）。  
⽂ 安 六 年 （ 1449 ） に 三 嶋 五 郎 左 衛 ⾨ へ ⽂ 書 を 出 し て い る ⾹ 河 通 川。  
宝 徳 ⼆ 年 （ 1450 ） に ⽝ 追 物 の ⾹ 河 信 濃 守 （『後 鑑』）。  
⻑ 禄 四 年 （ 1460 ） に 三 嶋 五 郎 左 衛 ⾨ ⼊ 道 へ ⽂ 書 を 出 し て い る ⾹ 河 之 定 は 信 濃 守 か︖  
下 野 守 → 上 野 介 → 信 濃 守 と い う 承 継 で、 下 野 守 が 元 景、 信 濃 守 が 之 定 な ら ば、 上 野 介 は 「之 
景」 か 「元 定」 か 「定 景」 と も 考 え ら れ、 『⻄ 讃 府 志』 「御 巡 検 使 内 帳」 か ら 「之 景 （⾏ 
景）」、 ま た は 川 ⽥ ⽒ の 系 図 か ら 「信 景」 か と 推 定 し て い ま す。  
 

嘉 吉 元 年 （ 1441 ） の 讃 岐 国 守 護 代 （在 国 守 護 代︖）・ ⾹ 河 修 理 亮 （『仁 尾 賀 茂 神 社 ⽂ 書』） 
は 下 野 ⼊ 道 の 次 の 世 代 で、 『全 讃 史』 の 「景 光」 の こ と か︖  
⽂ 安 四 年 （ 1447 ） に 仁 尾 賀 茂 神 社 へ 神 鏡 を 奉 献 し て い る ⾹ 河 景 明 は 在 国 守 護 代 で 修 理 亮 の 次 
世 代 か︖  
⻑ 禄 年 間 （ 1457-1459 ） の ⾹ 河 肥 前 守 元 明 は 景 明 の 次 世 代 か︖  
⾹ 河 肥 前 守 元 明 は 四 天 王 と さ れ ま す が、 同 じ く 四 天 王 の 安 富 ⼭ 城 守 盛 ⻑ も 安 富 筑 後 ⼊ 道 智 安 
の 庶 流 と さ れ て い る の で （『讃 岐 ⼀ 宮 盛 衰 記』）、 ⾹ 河 元 明 も ⾹ 河 上 野 ⼊ 道 の 庶 流 と 思 わ れ 
ま す。  
そ し て 系 図 で は 景 明 と 元 明 の 親 ⼦ 関 係 が 逆 と 思 わ れ ま す。  
す な わ ち 「景 光 － 景 明 － 元 明 － 元 光 － 景 則」 と な り ま す。  



 

最 後 の 景 則 は 『⾹ 川 県 史』 で は 「五 郎 景 則」 と さ れ て い る た め、  
こ の 系 統 が ずっ と 「五 郎」 で あ れ ば 頼 景 の ⼦ 孫 と 思 わ れ ま す。  
「五 郎」 家 の ⼀ 族 に 「⼭ 城」 家 が 存 在 し、  
最 後 に は 「五 郎 次 郎」 家 の 家 ⽼ と なっ た 「⼭ 城 守 元 春」 が 存 在 し ま す。  
永 正 四 年 （ 1507 ） に ⾹ 河 ⺠ 部 少 輔 景 敏 は ⾹ ⻄ 元 直 の 所 領 を 与 え ら れ ま し た。  
⾹ 河 景 敏 は ⾹ 河 元 明 の 次 男 で す。  
天 正 年 間 に は ⾹ 河 ⺠ 部 少 輔 ⾏ 景 が い ま す。  
 
寛 正 六 年 （ 1465 ） の ⾹ 河 五 郎 次 郎 和 景 は、 五 郎 某 の 次 男 か、 以 前 よ り 存 在 し た 「五 郎 次 郎」 
家 の 当 主 で しょ う。  
応 仁 元 年 （ 1467 ） に ⾹ 河 五 郎 次 郎 は 兵 を 率 い て ⼊ 京 し ま し た （『⼤ ⽇ 本 史 料』 ⼋ ノ ⼀）。  
⽂ 明 六 年 （ 1474 ） の ⽝ 追 物 に 登 場 す る ⾹ 河 中 務 丞 （『後 鑑』） は 和 景 か︖  
五 郎 次 郎 和 景 の 系 統 は、 五 郎 次 郎・ 上 野 介 満 景 （ 1507 戦 死）、  
永 正 ⼋ 年 （ 1511 ） に ⾹ 河 五 郎 次 郎 が 天 霧 城 主 （『⼤ ⽇ 本 史 料』 九 ノ 三）。  
中 務 丞 元 景 （ 1537 、 1539 頃 の ⼈）、 五 郎 次 郎 之 景 （ 1563 以 降 の ⼈） で あ り、  
之 景 は 後 に 信 景 と 改 名 し、 五 郎 次 郎 親 和 （⻑ 宗 我 部 元 親 の ⼦） を 養 ⼦ に し た と さ れ ま す。  
 
⽂ 明 六 年 （ 1474 ）・ ⽂ 明 ⼗ 年 （ 1478 ） の ⾹ 河 帯 ⼑ 左 衛 ⾨ は 惣 領 家 に つ な が る ⼈ 物 で あ り、  
⾹ 河 美 作 ⼊ 道 と 代 官 職 を め ぐっ て 競 合 し て い ま す。  
応 永 ⼆ ⼗ 九 年 （ 1422 ） に ⾹ 河 美 作 ⼊ 道 道 貞 が 存 在 （『善 通 寺 ⽂ 書』）、 「美 作」 家 は 有 ⼒ 庶 
流 家 か。  
永 正 年 間 （ 1500 頃） に ⾹ 河 平 五 郎 元 綱 や ⾹ 河 元 定 ら が 存 在 し ま す。  
⾹ 河 美 作 ⼋ 郎 右 衛 ⾨ 元 綱 は 細 川 ⾼ 国 か ら ⻑ 尾 為 景 へ の 使 者 と な り ま す （『上 杉 家 ⽂ 書』）。  
平 五 郎 元 綱 と 美 作 ⼋ 郎 右 衛 ⾨ 元 綱 は 同 ⼀ ⼈ 物 の 可 能 性 が あ り ま す。  
⾹ 河 元 綱 は 「美 作 ⼋ 郎 右 衛 ⾨」 の 名 か ら ⽂ 明 期 の 美 作 ⼊ 道 の 後 継 者 と 思 わ れ ま す。  
⼤ 永 四 年 （ 1524 ） の 摂 津 中 島 郡 守 護 代・ ⾹ 河 美 作 守 （元 綱 か︖） は、  
丹 波 国 守 護 代・ 内 藤 貞 正、 摂 津 本 郡 守 護 代・ 薬 師 寺 国 ⻑、 摂 津 川 辺 郡 守 護 代・ 薬 師 寺 国 盛  
と と も に 「四 守 護 代」 と 呼 ば れ ま す。  
  
⻑ 禄 四 年 （ 1460 ） に は 摂 津 国 守 護 代 に ⾹ 河 之 定 が い ま す。  
 
『⻄ 讃 府 志』 「御 巡 検 使 内 帳」 に よ れ ば 「⾬ 霧 城 主、 ⾹ 川 基 景、 同 ⾏ 景、 同 年 景、 四 代 の 
末、 中 務 信 景 落 城」 と あ り ま す。  
こ こ で 基 景 が 帯 ⼑ 左 衛 ⾨ 尉 元 景 の こ と な ら ば、 ⾏ 景 が 上 野 ⼊ 道 通 川、 年 景 が 信 濃 守 か 之 定 の 
こ と で あ り、 そ の 四 代 と は、 備 中 守 元 景 （ま た は 五 郎 次 郎 和 景）、 上 野 介 満 景、 中 務 丞 基 
景、 五 郎 次 郎 之 景 （後 の 中 務 丞 信 景） の 可 能 性 も 考 え ら れ ま す。  
 
  
同 じ 名 字 で 多 く の ⼀ 族 が い る 場 合、 受 領 名 の グ ルー プ が 作 ら れ る こ と が あ り ま す。  
  
① ＜ 下 野 守、 上 野 介、 信 濃 守 ＞ グ ルー プ は、 京 兆 家 内 衆・ 讃 岐 国 守 護 代 で あ る ⾹ 河 ⽒ の 初 期 
の 本 宗 ⼀ 族 と 思 わ れ ま す。  
下 野 守 の 守 護 代 と し て の 活 動、 上 野 介 は 安 富 ⽒ と 並 ん で 讃 岐 国 守 護 代 と 呼 ば れ、 上 野 介 の ⼦ 
が 新 開 之 実 （⼟ 佐 国 守 護 代）、 と い う こ と が 理 由 で す。  
信 濃 守 に は 讃 岐 国 守 護 代 と し て の 活 動 は ⾒ ら れ ま せ ん が、 上 野 ⼊ 道 と 同 じ く 兵 庫 代 官 と し て 
三 嶋 五 郎 左 衛 ⾨ に 指 ⽰ を し て い る こ と か ら 後 継 者 と 考 え ら れ ま す。  



 

下っ て 1507 年 頃、 細 川 澄 之 に 従っ て 戦 死 し た 上 野 介 満 景 が い ま す。  
上 野 介 満 景 は、 新 開 之 実 の ⽗ の 上 野 介 の 孫 か 曾 孫 世 代 と 思 わ れ ま す。  
  
② ＜ 肥 前 守、 肥 後 守 ＞ グ ルー プ は、 上 野 介 の 直 系 か ど う か は わ か り ま せ ん が、 軍 事 的 に は ⼤ 
き な ⼒ を 持っ て い ま し た。  
肥 前 守 景 明 な い し 元 明 が 細 川 四 天 王 と さ れ て お り、  
他 の 四 天 王 は そ れ ぞ れ の ⽒ 族 の 本 宗 と 思 わ れ る こ と か ら、 上 野 介 の 次 代 に ⾹ 河 ⽒ 本 宗 と なっ 
た か と 思 わ れ ま す。  
上 野 介 満 景 の 弟 に は 肥 後 守 が い ま す。  
  
③ ＜ 備 中 守、 備 前 守、 美 作 守 ＞ グ ルー プ は、 京 兆 家 内 衆 の な か で も か な り の 有 ⼒ 者 で す。  
備 中 守 元 景 は、 若 年 と 思 わ れ る 時 期 か ら ⾹ 河 ⽒ の 代 表 者 と し て 現 れ て お り、  
⾹ 河 ⽒ 惣 領 断 絶 後 に ⾹ 河 ⽒ 本 宗 に なっ た と ⾒ ら れ る こ と か ら、 傍 系 か ら の 養 ⼦ と い う こ と も 
考 え ら れ ま す （或 い は 嫡 孫 承 継 か）。  
そ う だ と す れ ば、 実 ⽗ は 五 郎 次 郎 和 景 か と 思 わ れ ま す。  
備 前 守 は、 備 中 守 元 景 が 讃 岐 国 守 護 代 だっ た 時 期 の ⼩ 守 護 代 で す。  
美 作 守 は、 応 永 年 間 か ら 活 躍 が ⾒ ら れ る の で、 早 く に 分 か れ た ⼀ 族 か と も 思 わ れ ま す が、  
美 作 ⼋ 郎 右 衛 ⾨ 元 綱 は 摂 津 中 島 郡 守 護 代 と 推 測 さ れ る こ と か ら、  
⾹ 河 ⽒ 本 宗 で な い と し て も か な り 有 ⼒ な 内 衆 ク ラ ス で あっ た と 思 わ れ ま す。  
  
④ ＜ ⼭ 城 守、 伊 賀 守、 伊 勢 守 ＞ グ ルー プ は、 庶 流 の ⼀ 族 で す。  
  
  
⾹ 河 ⽒ 本 宗 に つ い て、 同 ⼀ ⼈ 物 の 重 複 を 無 視 し て、 時 系 列 で 並 べ る と、  
五 郎 頼 景 （ 1392 年 頃 は 若 年 で 随 兵）  
帯 ⼑ 左 衛 ⾨ （ 1400 年 頃 に 讃 岐 国 守 護 代）  
帯 ⼑ 左 衛 ⾨ 元 景 （ 1417 年 〜 1418 年 に ⾜ 利 庄 代 官）  
下 野 守 元 景 （ 1420 年 に ⾜ 利 庄 代 官・ 讃 岐 国 守 護 代）  
下 野 ⼊ 道 （ 1430 年 頃 に 讃 岐 国 守 護 代）  
上 野 介 （三 男 が 1427 年 ⽣ ま れ）  
修 理 亮 （ 1441 年 頃 に 讃 岐 国 守 護 代︖）  
上 野 ⼊ 道 （ 1447 年 に 讃 岐 国 守 護 代）  
肥 前 守 景 明 （ 1457 年 頃 に 細 川 四 天 王）  
備 中 守 元 景 （ 1479 年 頃 に 京 兆 家 内 衆）  
上 野 介 満 景 （ 1507 年 に 戦 死）  
  
  
  
※ ⾹ 河 （⾹ 川） ⽒ に つ い て は 「古 樹 紀 之 房 間」 の 応 答 板 に お い て、 古 代 ⽒ 族 研 究 会 の 樹 童 様 
と の 応 答 あ り。  
http://shushen.hp.infoseek.co.jp/keijiban/kagawa.htm  
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